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「
双
六」
に
登
場
す
る
25
の
社

〇菅原院天満宮神社（京都市）
〇錦天満宮（京都市）
〇菅大臣神社（京都市）
〇吉祥院天満宮（京都市）
〇長岡天満宮（京都府長岡京市）

よ き

〇異喜天満神社（奈良県桜井市）
〇威徳天満宮（奈良県古野町）
〇道明寺天満宮（大阪府藤井寺市）
〇佐太天神宮（大阪府守口市）
®大阪天満宮（大阪市）
〇露天神社（大阪市）
〇福島天満宮（大阪市l
®長洲天満宮（兵1屯県尼崎市）
〇綱数天満宮（神戸市）
〇苔知神社（兵）庫県明石市）
⑤曽根天満宮（兵旗県高砂市）
〇大塩天満宮（兵崩県姫路市）
®滝宮天満宮（香川肌綾川町）

みそて

〇御袖天満宮（広島県尾道市）
⑮厳島神社天神社（広品県廿日市市）
〇防府天満宮（山口県防府市）
②網敷天満宮（福岡市）
②太宰府天満宮（福岡肌太宰府市）
②上宮天満宮（大阪府高槻市）
⑤北野天満宮（京都市）

失意と憤り の
ば かくさい

「馬角斎」
南
下
し
て
く
る
ロ
シ
ア
か

ら
国
を
守
る
た
め 、
幕
末
に
何
度
も

蝦
夷
地
に
渡
っ
た
男
が
い
る 。
希
代
の
旅
行
家 、
松
浦
武
四
郎

だ 。
志
士
と
し
て
国
防
へ
の
堅
牢
な
信
念
を
持
つ一
方
で、
松
前

藩
に
よ
る
圧
政
で
疲
弊
す
る
ア
イ
ヌ
社
会
に
心
を
痛
め 、
憤
る 。

明
治
新
政
府
で
は
蝦
夷
地
政
策
に
か
か
わ
る
が、
や
が
て
失
望 。

「
ば
か
く
さ
い」
の
言
葉
と
と
も
に
栄
職
を
投
げ
捨
て 、
や
は
り

不
遇
だ
っ
た
菅
原
道
真
の
天
神
信
仰
に
心
を
寄
せ
た。

武
四
郎
は
1
8
1
8

年、
現
在
の
三

重
県
松
阪
市
に
生
ま
れ
た。
今
も
残
る

生
家
の
目
の
前
は
旧
伊
勢
街
道
だ 。
13

歳
の
と
き
に
沸
き
起
こ
っ
た
伊
勢
神
宮

参
詣
ブ
ー

ム
「
お
か
げ
参
り」
の
際

は、
松
浦
家
の
前
を
旅
人
が
ひ
っ
き
り

な
し
に
行
き
交
っ
た。

「
幼
い
こ
ろ
か

ら
武
四
郎
は
旅
行
ガ

イ
ド

本
と
い

う

べ
き
『
名
所
図
会』
に

夢
中
で
し
た。
お
か
げ
参
り
の
と
き
な

ど
は
旅
人
か

ら
直
接 、
地
方
の
話
を
聞

く
こ
と
も
あ
っ
た
で
し
ょ

う

」

生
家
に
程
近
い
松
浦
武
四
郎
記
念
館

の
山
本
命
館
長
は、
そ

う

話
す。

ま
だ
見
ぬ
士
地
に
あ
こ
が
れ
た
少
年

は、
16
歳
で
家
出 。
約
10
年
の
間
に
本

州 、
四
国 、
九
州
を
放
浪
し
た。
身
長

1
4
8
巧 、
日
に
80
討
歩
く
健
脚
は

「
鉄
の
足」
と
呼
ば
れ
た。

転
機
は
26
歳
の
と
き
だ 。
旅
先
で
ロ

シ
ア
の
脅
威
が
北
方
に
迫
っ
て
い
る
こ

と
を
知
っ
た。
以
後 、
28
歳
か

ら
41
歳

ま
で
6

度
に
も
わ
た
っ
て
蝦
夷
地
を
探

わ
渭
芯
郎
迦

菅
原
道
真
の
足
跡
を
た
ど
る「
聖
跡
二
十
五
霊
社
順
拝
双
六」（
縦
32
戎
X
横
54
戌
） 政府にキレた

列
伝

栄職も捨てた
「北海道」の名付け親

菅
原
道
真
「

不
遇
の
旅
路」
の
跡
慕
い

米
国
の
ペ
リ
ー 、

ロ
シ
ア
の
プ
チ
ャ

ー
チ
ン
が
相
次
い
で
来
航
し
た
1
8
5

▲

自
ら
が
彫
っ
た
「
馬
角
斎」
の
印
影

（
い
ず
れ
も
松
浦
武
四
郎
記
念
館
提
供）

査
し、
膨
大
な
記
録
を
残
し
た。

探
査
で
見

え

て
き
た
の
は、
北
の
大

地
を
統
治
し
て
い
た
松
前
藩
と
悪
徳
商

人
に
よ
る
ア
イ
ヌ
ヘ
の
搾
取
だ
っ
た。

過
酷
な
労
働
を
強
い
た
り、
女
性
を
妾

に
し
た
り
し
て
い
る
現
状
を
目
の
当
た

り
に
し
た 。
武
四
郎
は、
こ

う

し
た
実

態
を
出
版
物
に
ま
と
め
て
批
判
し
た

が、
そ
の
こ
と
で
命
を
狙
わ
れ、
蝦
夷

地
探
査
を
妨
害
さ
れ
た。

「
武
四
郎
は
探
査
で
ア
イ
ヌ
の
人
々

と
寝
食
を
共
に
し
ま
し
た。
そ
の
と

き 、
ロ
シ
ア
の
支
配
を
受
け
た
ほ

う

が

マ
シ
と
い

う

声
を
聰
い
て 、
心
が
日
本

か

ら
離
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
憂

慮
し
ま
し
た。
ア
イ
ヌ
の
協
力
な
く
し

て
は
蝦
夷
地
は
守
れ
な
い。
そ
の
た
め

に
も
彼

ら
の
命
と
文
化
を
守

ら
ね
ぱ、

と
考

え

た
と
思
い
ま
す」
と
山
本
館
長

は
推
測
す
る 。

武
四
郎
自

ら
が
選
ん
だ
25
の
天
満
宮

を
す
ご
ろ
く
に
し
た
「
聖
跡
二
十
五
霊

社
順
拝
双
六」

。
道
真
の
生
誕
地
と
さ

れ
る
京
都
・

菅
原
院
天
神
か

ら
始
ま

り、
福
岡
・

大
宰
府
へ
の
配
流
を
経

て 、
霊
と
な
っ
て
京
都・
北
野
天
満
宮

に
還
っ
て
く
る
と
い

う

構
成
で、
道
真

の
生
涯
を
た
ど
る
も
の
だ 。

松

浦武
四
郎
記
念
館
で
学
ん
で
い
る

出
口
孝
次
さ
ん
の
調
査
に
よ
る
と、
武

四
郎
奉
納
の
銅
鏡
と
石
標
は、
戦
災
や

3
年、
す
で
に
3
度
の
探
査
を
行
っ
て

蝦
夷
地
通
と
し
て
志
士
た
ち
に
知

ら
れ

て
い
た
武
四
郎
は、
長
州
の
吉
田
松
陰

の
訪
問
を
受
け 、
海
防
問
題
を
大
い
に

語
り
合
っ
た。

両
者
の
共
通
点
は、
早
く
か

ら
海
外

へ
の
関
心
が
高
か
っ
た
こ
と
だ 。
武
四

郎
は
16
歳
で
家
出
を
し
た
と
き 、
「
唐

天
竺
を
目
指
す」
と
記
し
た。

そ
ん
な
武
四
郎
の
玄
配
で、
世
界
で

活
躍
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト、
関
孝
弘
さ
ん

11
写
真
11

は
次
の
よ

う

に
話
す。

“-

”]
疇

ロ
の
よ

う

に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね 。
権
力
に
抗
し
て
自

分

の
好
き

な
こ
と
を
貫
く
の
が
武
四
郎
で、
そ
こ

に
は
信
念
や
哲
学
が
あ
っ
た
と
思
い
ま

す」
。

生
ま
れ
た
時
代
が
鎖
国
下
で
な

け
れ
ば、
軽
や
か
に
国
境
を
越

え

た
に

違
い
な
い。

武
四
郎
と
松
陰 、
共
通
点
が
も

う

一

つ
あ
る 。
彼

ら
の
評
伝
を
最
初
に
書
い

た
の
は
日
本
人
で
な
か
っ
た
こ
と
だ 。

松
陰
の
評
伝
は、
『
宝
島』
を
書
い
た

災
害
で
失
わ
れ
た
り
所
在
不
明
に
な
っ

た
り
し
た
も
の
も
あ
り、
そ
ろ
っ
て
残

っ
て
い
る
の
は
12
カ
所
と
い

う

。

そ
の

う

ち
の一
っ 、
曽
根
天
満
宮

（
兵
庫・
高
砂）
で
実
物
を
見
せ
て
も

ら

っ
た。
銅
鏡
は
直
径
約
30
迂
で、
ず

し
り
と
重
い。
境
内
の
松
林
の
中
に
立

つ
石
標
は、
台
座
を
除
く
と
高
さ
は
1

認
ほ
ど
だ 。
宮
司
の
曽
根
潤
さ
ん
は

「
双
六
の
順
に
御
朱
印
を
集
め
て
い
る

方
が
参
拝
に
来

ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

明
治
2

年、
大
久
保
利
通
の
強
い
推

挙
で、
武
四
郎
は
新
政
府
の
蝦
夷
地
政

策
の
ナ
ン
バ
ー

3
に
就
い
た。

「
蝦
夷
地」
に
代
わ
る
地
名
を
問
わ

れ
た
彼
は
6

案
を
提
出 。
そ
の―
つ
が

「
北
加
伊
道」
だ 。
「
加
伊」
は
ア
イ

ヌ
の
人
々
が
お
互
い
を
呼
び
合

う

「
カ

イ
ノ
ー」

に
由
来
す
る 。
こ
れ
を
基
に

「
北
海
道」
に

改称
さ
れ
た
こ
と
で、

彼
は
そ
の
名
付
け
親
に
な
っ
た。

だ
が、
新
政
府
は
希
望
を
託
せ
る
相
tが
し
く

手
で
は
な
か
っ
た。
開
拓
長
官
の
東
久

ゼ

み
ち
と
み

世
通
誠

ら
が
悪
徳
商
人
か

ら
賄
賂
を
も

ら
い、
ア
イ
ヌ
ヘ
の
収
奪
は
依
然
改
ま

る
こ
と
は
な
か
っ
た。

「
ば
か
く
さ
い」

武
四
郎
は
わ
ず
か
半
年
余
り
で
栄
職

を
辞
し
た。
以
後一
度
も
北
海
道
を
訪

れ
て
い
な
い。
行
か
な
か
っ
た
の
で
は

な
く 、
行
け
な
か
っ
た
の
だ
ろ

う

。
山

本
館
長
は
「
ア
イ
ヌ
の
人
に
申
し
訳
な

す。
私
も
以
前 、
氏
子
の
役
員
の
方
と

一
緒
に、
双
六
に
登
場
す
る
香
川
の
滝

み
や宮

天
満
宮
を
訪
ね
ま
し
た」
と
語
る 。

曽
根
天
満
宮
に
残
る
銅
鏡
⑮
と
石
標

® 。
石
標
の
奥
に
あ
る
松
は
菅
原
道

真
お
手
植
え「
霊
松」
の
5
代
目

11
兵
庫
県
高
砂
市

英
国
人
作
家
ス
テ
ィ
ー

ブ
ン
ソ
ン 。
武

四
郎
の
方
は、
米
国
の
人
類
学
者
ス
タ

ー
ル
が
大
正
期
に
著
し
た。
そ
の
生
き

方
や
信
条 、
業
績
が、
欧

米人
の
心
を

い
ち
早
く
捉

え

た
の
だ
ろ

う

。
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行
動
力

知名度

い
気
持
ち
だ
っ
た
の
で
は」
と
話
す。

新
政
府
の
ば
か
く
さ
さ、
宮
仕

え

の

ば
か
く
さ
さ
を
椰
楡
し
て
彼
は
「
馬
角

斎」
と
号
し 、
明
治
の
世
を
生
き
た。

官
界
を
退
い
た
の
ち 、
の
め
り
こ
ん

だ
も
の
の―
つ
が
天
神
信
仰
だ 。

明
治
6

年
に一
人
娘
を
10
歳
で
亡
く

し
た
悲
し
み
か

ら
か、
彼
は
再
び
旅
に

出
る
よ

う

に
な
る 。

学
問
の
神
様 、
菅
原
道
真
に
ゆ
か
り

の
深
い
25
の
天
満
宮
を
自

ら
選
定
し、

聖
跡
で
あ
る
こ
と
を
示
す
銅
鏡
と
石
標

を
奉
納
す
る
旅
に
出
た。
25
の
数
字
は

道
真
の
生
誕
日
と
命
日
に
ち
な
む 。

「
志
半
ば
で
官
職
を
辞
し
た
自
身

と、
無
実
の
罪
で
左
遷
さ
れ
て
失
意
の

う

ち
に
亡
く
な
っ
た
道
真
を
重
ね
た
の

で
し
ょ

う

」
。

山
本
館
長
は
そ

う

分

析

す
る 。
数
年
が
か
り
で
奉
納
を
終

え

る

と、
19
年 、
仕
上
げ
に
「
聖
跡
二
十
五

霊
社
順
拝
双
六」
を
出
版
し
た。

21
年
2
月 、
死
は
突
然
訪
れ
た。
前

年
に
70
歳
で
富
士
山
に
登
頂
す
る
な
ど

衰

え

知

ら
ず
だ
っ
た
が、
友
人
で
儒
者

わ
し

づ

き

ど
う

の
密
津
毅
堂
宅
で
倒
れ、
数
日
後
に
息

を
引
き
取
っ
た。
蔵
津
の
孫
が
永
井
荷

風
で、
そ
の
著
作
『
下
谷
叢
話』
に
武

四
郎
も
登
場
し
て
い
る 。

東
京
・

染
井
霊
園
に
あ
る
墓
に
は

「
教
光
院
釈
遍
照
北
海
居
士」
と
い

う

あ
ま
ね

法
名
が
刻
ま
れ
る 。
北
海
を
遍
く
照

ら

す
人
と
い
う
な

ら
「
ー

北
加
伊
居
士」

が
ふ
さ
わ
し

い
よ

う

に
思

え

る 。

文•
新
村
俊
武

11
次
回
は
12
月
17
日
掲
載
予
定

『

J
]

観

光
宮

観
間

昭和49年、北海道で武四
郎と伊能忠敬、間宮林蔵と
いう北方探査で歴史に名を
残す3人がセットになった

「観光たぱこ」が発売され
た。

たばこと塩の博物館（東
ぜん

京）の学芸員、青木然さん
は「偉人を題材にした観光

たばこは珍しいです。しか
も通常、名所や祭りなど同
じ題材で少しずつデザイン
を変

え

なが

ら

毎年販売しま
すが、このセットは1年限
りでした。屯田兵制度か

ら
100年とい

う

年でしたが、
発売理由など詳しいことは

分

かりません」と話す。
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